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共産党都議団

都民に寄り添う、
くらしをよくする。

あなたのために都政はある
　２０２３年度の都税収入は過去最高の６兆

２０１０億円、一般会計予算は初めて８兆円

を超え、東京都全体の予算は１６兆８２１億

円です。コロナと物価高騰のもとでも一部

の大企業や富裕層が莫大な利益を手に

し、貧困と格差が広がっています。

　しかし、小池知事が提案した予算では、

高すぎる国保料・国保税への都としての

新たな負担軽減もありません。都営住宅

の新規建設は２４年間ゼロ、障害者福祉

手当は２７年間１円も上がっていません。高

齢者福祉は減額です。教育施策も、経済

界の求めに応じる「人材育成」が重視され、

中小企業分野は、急成長などが見込まれ

る一部の企業への支援に偏重しています。

住民犠牲を強いる外環道など大型道路整

備は１０００億円を超えています。

　知事の予算案は、都民に寄り添うもの

となっておらず、日本共産党都議団は、

予算組み替え提案を行い、一般会計予算

に反対しました。

組み替え提案はこちら

３つの最重点施策
①学校給食費の無償化
②１８歳までの医療費完全無料化
③補聴器の購入費助成制度創設

不要不急を見直す
公平性・公正性が担保できない
英語スピーキングテストの中止
重大事故を起こした外環道事業の中止
住民の反対が強い、特定整備路線の中止
プロジェクションマッピングや富裕層向け観光
プロモーションなど、民間で行うべきものは削除
カジノ誘致に関する調査費は削除
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組み替え規模

６５項目

▲１６９３億円

１０９項目

２８２５億円

減

増 ジェンダー平等、気候危機対策、防災対策を都政の柱にすえる

◎物価高騰に直面する医療・福祉施設、畜産農家、公衆浴場
などへの支援◎コロナ５類への引下げ後も無料ＰＣＲ検査等を継続

◎国保の子どもの均等割の無料化◎非正規から正規雇用への転
換◎都営住宅５千戸の新規建設をすすめ、若者の家賃補助実施

◎保育園等の保育士の配置増◎シルバーパスの改善◎高齢者施
設整備促進と介護職員賃上げ◎障害者医療費助成の対象拡大

◎市町村総合交付金の増額◎多摩・島しょ地域で遅れている学
校体育館へのエアコン設置◎多摩地域のNICU 整備促進

◎小学校５・６年と中学校２年で３５人学級の実施◎特別支援学
校の新設◎私立高校の入学金補助や私立小中学校への授業料
補助◎都立大学、都立看護専門学校の授業料等の無償化

物価高騰
コロナ

くらし
雇用

福祉

教育と
教育費

多摩
島しょ

都議会第１回定例会

１６兆円の予算
史上最高

日本共産党都議団の

予算組み替え提案
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子ども
▼１８歳までの医療費助成制度開始。▼認可保育園等の第２子保育
料無償化が実現。▼多摩地域の児童相談所の増設（現在の４カ所
から７カ所）。▼０歳から１８歳まで所得制限なしで月額５千円を給付
（０１８サポート）を実施。▼子どもの遊び場への支援。

教育
▼都立大等の授業料実質無償化（２０２４年度開始。年収９１０万円未満）
▼毎年請願に賛成し質疑してきた私立中学の授業料補助（１０万円・年
収９１０万円未満）▼校内の居場所のための不登校対応専門員配置やフ
リースクールに通う子どもへの支援▼学校での芸術鑑賞等への支援。

ジェンダー
▼もっとも身近な性暴力である「痴漢ゼロ」を求めて、独自に実態
調査。２０２１年の都議会で全面的に質問し、系統的にとりくむなか
で、ついに「痴漢撲滅プロジェクト」（都として痴漢被害実態調査、
庁内プロジェクト、新年度のキャンペーンなど）開始。

気候危機
▼学校のＺＥＢ化・省エネ化をいち早くとりあげ、都は国の計画を上
回る、50％省エネ相当の設計事例を試算で示しました。▼原発回
帰を批判し、省エネ・再エネ強化を訴え。新築、既存住宅の断熱・太
陽光パネル設置促進の予算は倍増に。

都民生活
▼補聴器支援。都が「効果的な施策を検討する」と表明。▼中小の
芸術文化団体の公演を支援するパフォーミングアーツ助成が開始。
▼東京空襲の資料と証言ビデオの公開にむけ、ようやく前進。広く
活用できるよう検討すると表明。

災害対策
▼繰り返しとりあげてきた、２０００年以前に建築された新耐震住宅
への耐震化助成、木密地域への感震ブレーカーの無償配布が実
現。さらによりよくする提案も。▼多摩地域の市町村下水道を浸水・
震災対策する場合の補助が大幅増額。
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里吉 ゆみ
都議会議員（世田谷区）


